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学生３の作品

（p.1）

（p.2）

（p.3）

（p.4）

（p.5）

（p.6）

（p.7）

　学生３の作品は、短いことばの繋がりに、決し

て諦めないという決意が込められたものとなって

いる。コツコツと努力し、仲間と助け合いながら

国家試験に合格するまでの３年間を描いてくれて

いる。
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学生４の作品

（p.1）

（p.2）

（p.3）

（p.4）

（p.5）

（p.6）

（p.7）

（p.8）
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学生５の作品

（p.1）

（p.2）

（p.3）

（p.4）

（p.5）

（p.6）

（p.7）

　学生５は、学ぶことがたくさんある学生生活の

中にあっても、「新しいことを知ることがとって

もだいすき」と非常にポジティブな気持ちを表現

してくれている。看護師になってからも成長し続

けたいという意志が感じられる。

　学生４は、「らくだの母さん」というユニーク

な母親のキャラクターに背中を押され、「勉強（勉

コウ）」という強敵に打ち勝つ力強いストーリー

を描いた。看護師となるためには勉強することが

大切であり、これまで戦うことなかった相手（勉

強）に挑戦し勝つという成長ストーリーを描いて

いる。
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学生６の作品

（p.1）

（p.2）

（p.3）

（p.4）

（p.5）

（p.6）

　学生６は、自身が実践すべきことを理解し、実

際に実践し、精力的に歩んでいる様子を描いてい

る。「出会ったすべての人」を大切にし、他者を

尊重することが描かれており、なりたい看護師像

が描かれている。
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学生７の作品

（p.1）

（p.2）

（p.3）

（p.4）

（p.5）

（p.6）

　学生７は、自身の経験をいかし、たくさんの人

のために生きたいと考えるようになったプロセス

を色彩豊かに描いてくれている。看護師を目指す

事が自分自身の成長そのものであるという姿が描

かれている。
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学生 8の作品

（p.1）

（p.2）

（p.3）

（p.4）

（p.5）

（p.6）

（p.7）

　学生８もまた、彩り豊かに、きゅうちゃんをた

くさん使い、日常で抱くたくさんの感情を表現し

てくれている。自分の人生を見つめ、看護師にな

るために何事にも楽しんで取り組む姿が描かれて

いる。
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Ⅴ．考察と今後の課題
　紹介した以外の作品では、例えば学生１と学生

２の作品のように、入学後の不安を自分なりの方

法で解決しながら看護師を目指したいという思い

が語られている作品が多かった。またほとんどの

作品は学生 4や 5の作品と同様に看護学校での

学習に主体的に向かう姿が描かれていた。学生 7

や 8のように自分自身の成長を実現することを

目指して看護学校を志望してきたと表現する学生

は社会人経験者に多かった。

　多くの学生が、将来の職業として看護師を選ん

だ経緯について語ったり、自分の人生を見つめ直

したりする中で、自身を成長させる手段として看

護師を目指したことを表現していた。看護専門学

校に入学して間もないこの時期は、医学・看護学

の基礎科目が始まり、学生たちは自分が看護師を

目指していることを実感し始める時期といえる。

このワークは、看護学生としての成長に縛ること

なく、これからの自分をどのように成長させたい

かを考える機会として企画したものであった。し

かし、学生たちは自分自身の中に「看護師となる

自分」を明確に位置づけていることがうかがえた。

　堀井らは「看護学生の看護師としてのアイデン

ティティ形成は入学時から始まっている（堀井ほ

か 2008, pp.17-18）」と述べている。看護師にな

る自分を自覚することは、学生が主体的に学ぶ原

動力となるものと筆者らは考える。また、堀井ら

は「学生の看護を学びたい思いの強さを維持して

いくためには自分はなぜ看護を学ぼうと思ったの

か（志望動機）という事を常に学生自身が問い返

し、自分が他者の命を預かる専門職になるとい

う事を自覚できるように関わる必要がある。（堀

井ほか 2008, pp.17-18）」と述べている。学生が

積極的に志望動機や専門職としての自覚を喚起で

きるような機会を教員が作り、学生の学習や成長

を支援する必要がある。きゅうちゃんを使った本

実践は、看護師を目指す意味を問いかけ、看護師

としてのアイデンティティを作品として言語化す

ることの一助となったと考える。今後も継続的に

きゅうちゃんを活用することで、看護を学ぶ思い

の強さをふりかえったり、維持したりすることが

可能なのではないだろうか。

　また、多くの作品に共通して表現されていたも

のが２つある。ひとつ目は自身の健康管理であ

る。今回紹介した８つの作品中にも「おいしいも

の食べて」「鍛える」など、心身の健康に気遣う

フレーズで自己の健康を表現しているものが多く

見られた。２つ目の共通点は、仲間との助けあい

を成長のひとつとして表現していたことである。

学生たちは専門性の高い学習や、臨地実習を乗り

越えていかなくてはならないという漠然とした不

安を抱いている。このような一人では乗り越えら

れないストレスを、同じ目標を持つ仲間と乗り越

えていきたいと願っていることが多く表現されて

いた。複数の先行研究では学生の就学意欲あるい

は学習意欲を支えるものに学生間のコミュニケー

ションや学内友人の多さが影響していることが示

唆されている（青柳 2021・原ほか 2018・佐藤

2013）。第１筆者の勤務校は年齢や社会経験に違

いのある学生たちが多く混在している。そのよう

な学生たちのコミュニケーションが短期間で深ま

ることは容易ではないとの印象を持つ。しかし看

護の対象は人である。看護学生は他者に関心を寄

せ、他者の価値観を理解し承認する力を研鑽し続

けることが必要である。それは看護の対象ばかり

でなく、看護チームに対しても同様である。学生

生活を仲間とともに乗り越えるという思いは看護

の種が芽吹いていると受け止めたい。また、本実

践を通して、就学継続という視点に限らない、自

身の成長を実感していけるような支援が必要であ

ると受け止めた。

　本実践では、当初第１筆者が期待していた、具

体的な成長への取り組みという点では抽象的な表

現が多かったと感じる。しかし、看護師を目指す

中で学習や自己管理、仲間との関係構築など、努

力していこうとしている学生たちの強い思いを知

ることができた。その後 7月に、各クラス毎で

作品の発表会を行った。クラスメイトが看護師を

目指した動機やそれぞれの自己成長に向けた思い

に触れる機会はそうあるものではない。個人的な
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内容になるので詳細については書けないが、似て

いるようで自分とは違う看護師を目指すまでの葛

藤や思いを真剣な眼差しで聞く様子や、発表時に

言葉を詰まらせてしまうクラスメイトに「頑張

れ！」と声をかける場面もあった様子から、発表

会を通じて学生それぞれの心に響くものがあった

ことは確かである。これを機にさらに、他者を理

解し尊重するという看護師として必要な力を高め

ていってくれると信じたい。今後も学生の努力を

支えていけるような支援を考えていきたい。ま

た、学生のコミュニケーションツールとしてきゅ

うちゃんの活用法を検討することも今後の課題と

したい。
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編集後記

　第 1論文の執筆は、織田千賀子です。織田の業績として「VR看図アプローチ」の発明がよく知られ

ています。織田は、看図アプローチの新しい領域を開拓し続けてくれています。今号掲載論文では、「食

道の解剖生理」授業に看図作文法を導入するという新しい試みをしています。織田の取り組みは常に、

学生たちの臨床判断力を育成することを目指して行なわれています。今回も看護教育で最も大切なこと

を目指し続けている、その姿が読み取れる好論文になっています。

　第 2論文の第 1筆者は高橋梢子です。高橋らの取り組みは、おそらく所属大学では初めての看図ア

プローチ実践になるものだと思います。高橋らは、看図アプローチの理論を正確にたどりながら授業設

計をしています。そうすることで所属大学における看図アプローチのパイオニアとしての役割をしっか

りと果たしてくれています。次の一歩も楽しみになるすぐれた実践報告になっています。

　第 3論文の第 1筆者は村山信子です。村山は、私（鹿内）が、天使大学を退職する間際に研究室を

訪れてくれました。ギリギリのところで繋がったご縁を大切にして、これまで実践研究を続けてきてく

れました。村山はすでに本研究誌に論文が掲載されています。今回は「きゅうちゃん」の考案者石田ゆ

きと連携し看護教育の入り口にあたる部分の授業プログラムを考えてくれました。学生たちの可能性を

引き出すために看図アプローチは何ができるのか。そういう問いに対する答えを提供している論文に仕

上がっています。

　今号は、すべての論文が看護教育に関するものでした。看護教育特集になっていますが、この論文で

は小中高の授業づくりの参考になる有意義な実践が報告されています。今号も、多くの先生方に読んで

いただきたい論文が揃った充実した研究誌になりました。

〈表紙を読み解く〉

　10月下旬に福岡で日本協同教育学会がありました。福岡では、たわわに実った柿の木を何度も目に

しました。柿は種をまいてから実がなるまでに時間がかかる果物だと言われています。看図アプローチ

は、桃や栗よりも柿に似ているように思います。先生方のご尽力によって看図アプローチもさまざまな

形で結実しつつあります。成果が「たわわ」になってきています。さらに成果が成果を生むという好循

環も生まれてきています。この実りを次の実りに次々と繋げていきたいと思っております。引き続き看

図アプローチをよろしくお願いいたします。

　掲載各論文の組版から表紙デザインまですべて、私たちの研究会専属アートスタッフ石田ゆきによる

ものです。毎回のご尽力に心から感謝いたします。

文責　鹿内信善
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